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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
8
月
8
日（
土
）は
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前
9
時
30
分
〜
午
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時

●
8
月
3
日
・
10
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17
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・
24
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・
31
日
の
毎
週
月
曜
日
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8
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分
〜
午
後
7
時
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ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
自
身
で

申
請
手
続（
裁
定
請
求
）を
し
ま
す
。

　

海
外
で
暮
ら
す
方
は
、
最
初
に

裁
定
請
求
書
を
取
り
寄
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
裁
定
請
求
書
は
、

日
本
の
社
会
保
険
事
務
所
に
連
絡

し
て
取
り
寄
せ
る
か
、
社
会
保
険

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
入
手
く
だ
さ
い
。

▽
裁
定
請
求
書
提
出
先

・
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）…
日
本

で
最
後
に
住
ん
で
い
た
市
区
町

村
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務

所
・
厚
生
年
金
…
最
後

　

に
勤
め
て
い
た
事

　

業
所
を
管
轄
す
る

　

社
会
保
険
事
務
所

■
社
会
保
障
協
定
を
結
ん
で
い
る

国
に
在
住
し
て
い
る
場
合

　

日
本
が
社
会
保
障
協
定
を
結
ん

で
い
る
国
の
う
ち
、
給
付
の
通

算
を
行
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
フ

ラ
ン
ス
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、

お
よ
び
チ
ェ
コ
に
在
住
し
て
い
る

方
は
、
日
本
へ
の
年
金
の
裁
定
請

求
書
を
、
各
国
で
年
金
制
度
を
実

施
す
る
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

裁
定
請
求
書
は
、
協
定
締
結
国

専
用
の
も
の
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
各
国
の
窓
口
で

裁
定
請
求
書
を
入
手
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
年
金
受
給
方
法

　

海
外
で
の
年
金
受
給
は
、
銀
行

振
込
み
と
な
り
ま
す
。
銀
行
口
座

は
、
海
外
の
も
の
で
も
国
内
の
も

の
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
口
座
は

本
人
名
義
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

詳
細
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
所
・
支
払
機
関
を

変
更
す
る
と
き

　

引
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
・
支

払
機
関
の
変
更
は
、「
年
金
受
給
権

者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」を
提

出
く
だ
さ
い（
市
役
所
で
の
住
民

異
動
の
手
続
と
は
別
に
、受
給
す

る
年
金
の
住
所
変

更
手
続
き
が
必
要

で
す
）。

　

こ
の
変
更
届
の

提
出
が
な
い
場
合

は
、「
年
金
の
支
払
額
の
通
知
が

届
か
な
い
」、「
希
望
の
金
融
機
関

で
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
」
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
。

※
住
所
変
更
の
処
理
が
済
む
ま
で

は
、
年
金
に
関
す
る
通
知
が
前

住
所
に
届
き
ま
す
。

※
支
払
機
関
の
変
更
に
は
、「
支

払
機
関
変
更
届
」
に
金
融
機
関

の
証
明
印
が
必
要
で
す（
ゆ
う

ち
よ
銀
行
の
窓
口
受
取
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
の
証
明

は
不
要
で
す
）。

※
支
払
機
関
の
変
更
手
続
き
は
、

次
の
年
金
支
払
日
の
1
カ
月
半

前
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

　

結
婚
や
離
婚
、
養
子
縁
組
な
ど

で
、
氏
名
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

「
年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」

に
年
金
証
書
と
住
民
票（
ま
た
は

戸
籍
抄
本
）を
添
付
し
て
、
提
出

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
氏
名
変
更
届
」
に
住

民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
場
合
や
、

「
氏
名
変
更
届
」
の
証
明
欄
に
市

長
の
証
明
を
受
け
た
場
合
は
、
住

民
票（
ま
た
は
戸
籍
抄
本
）の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
証
書
の
再
発
行

　

年
金
証
書
は
、
年
金
を
受
け
る

権
利
の
証
明
で
あ
り
、
各
種
の
届

出
に
必
要
な
書
類
で
す
。

　

年
金
証
書
を
紛
失
や
破
損
を
し

た
場
合
は
、「
年
金
証
書
再
交
付

申
請
」
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支

払
機
関
変
更
届
」・「
年
金
証
書

再
交
付
申
請
」・

「
氏
名
変
更
届
」

の
用
紙
は
、
社

会
保
険
事
務
所
、

市
役
所
市
民
課
、

各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

海
外
で
暮
ら
す
方
へ

年
金
裁
定
請
求
方
法
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

年
金
を
受
給
中
の
方
へ
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と
で
す
。

　

こ
の
発
見
に
よ
り
、
約
78
万
年

前
か
ら
2
5
8
万
年
前
を
「
松
山

逆
磁
極
期
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
1
6
0
万
年
前
に
噴
出
し
た

玄
武
洞
の
岩
石
に
含
ま
れ
る
鉄
分

は
、
現
在
と
は
逆
に
N
極
が
南
を

向
く
磁
性
を
示
し
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
地
磁
気
の
逆
転
現
象
に
よ

り
、
海
洋
底
が
拡
大
す
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
現
在
の
地
質
学
の
基

本
と
な
る
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
理
論（
地
球
表
面
が
十
数
枚
の

プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
よ
う
な
板
で
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
）が
完
成

す
る
こ
と
に
大
き
な
役
目
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

豊
岡
地
域
は
、
厚
さ
約
40
メ
ー

ト
ル
も
の
堆
積
層
が
あ
り
、
地
下

工
事
で
は
海
生
の
貝
殻
が
見
つ
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
約
13
万
年
前
の
間か
ん

氷ぴ
ょ
う

期き

（
氷
河
期
と
氷
河
期
の
間
の
温
暖

な
時
期
）に
は
、
現
在
の
海
面
よ

り
約
20
メ
ー
ト
ル
も
高
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
証
拠
に
青
龍
洞
の
南
や
円

山
川
下
流
の
両
岸
で
中
位
段だ
ん

丘き
ゅ
う

と

し
て
当
時
の
河
川
堆
積
物
が
見
つ

か
り
ま
す
。

　

約
6
、
0
0
0
年
前
の
縄
文
時

代
は
、
縄
文
海
進
と
言
わ
れ
、
世

界
的
に
海
面
が
現
在
よ
り
4
〜
5

メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中な
か
の
た
に谷
で
は
、
貝
塚
の
跡
が
見
つ

か
り
、
当
時
こ
の
付
近
ま
で
海
が

進
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
沖ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
で
は
、
古
く
か

ら
稲
作
が
行
わ
れ
、
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

を
利
用
し
た
柳や
な
ぎ

行ご
う

李り

か
ら
現
在
の

鞄
産
業
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
円
山
川
支
流
で
あ
る
出

石
川
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
古
い
城

下
町
の
雰
囲
気
が
残
る
出
石
の
ま

ち
並
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
出
石
焼
」
は
、
清
ら
か
な
白

磁
の
焼
き
物
で
、
こ
の
陶
石
は
、

古
第
三
紀
の
流
紋
岩
に
火
山
岩
が

貫
入
し
、
熱
水
に
よ
る
変
成
作
用

で
で
き
た
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
で
す
。

　

日
本
海
が
で
き
る
と
き
の
火
山

岩
の
貫
入
に
よ
り
で
き
た
と
思
わ

れ
る
金
鉱
山
が
、
出
石
町
奥
山
な

ど
但
馬
地
域
各
地
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
地
の
基
盤
で

あ
る
岩
石
鉱
物
が
地
形
や
地
表
を

作
り
、
自
然
や
気
候
風
土
を
形
成

し
、
人
々
は
そ
れ
を
利
用
し
て
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
然
環
境
へ
の
理
解
と
研
究
が
進

み
、
教
育
や
産
業
に
貢
献
で
き
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❽　　　　　　 円山川（後編）

　

国
の
天
然
記
念
物
「
玄
武
洞
」

は
、
文
化
4
年（
1
8
0
7
年
）ご

ろ
、
江
戸
の
儒
学
者
の
柴し
ば

野の

栗り
つ

山ざ
ん

が
、
こ
の
洞
が
古
代
中
国
の
北
を

守
る
神
「
玄げ
ん

武ぶ

」
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

　

玄
武
洞
が
有
名
な
理
由
は
3
つ

あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
岩
盤
に
規
則
正
し

い
節
理
が
見
ら
れ
、
き
れ
い
で
珍

し
い
景
観
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
明
治
17
年（
1 

8 

8 

4
年
）に
東
京
大
学
の
小こ

藤と
う

文ぶ
ん

治じ

郎ろ
う

博
士
が
、
こ
こ
の
玄
武
洞
か

ら
英
名
の
「
B
a
s
a
l
t（
バ

サ
ル
ト
）」
を
「
玄
武
岩
」
と
命

名
し
た
こ
と
で
す
。

　

3
つ
目
は
、
大
正
15
年（
1 
9 

2 

6
年
）に
京
都
大
学
の
松
山
基も
と

範の
り

博
士
が
、
地
球
磁
場
の
逆
転
を

玄
武
洞
の
玄
武
岩
で
発
見
し
た
こ▲玄武洞

▲中谷貝塚

図「玄武」

▲出石焼


